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[特集]夏の悔しさを次につなげる/新チーム「始動」論

2014.7.25茨城県大会決勝戦

(藤)竹内、山崎誠―古谷

(霞)上野、安高、綾部―山田、佐野

[本]浜渡 (藤 )

2012年秋から6季連続で決勝に追出した霞ケ浦。藤代には秋の準々決勝でコールド勝ち

を収めており、下馬評では「霞ケ浦有利」との声が多かつた。ところが初回、エース左腕の上

野拓真が5失点。「上野が序盤に大量失点するというのは、練習試合で2回くらいしかなかつ

た。想定外のことで選手たちが浮き足立っていました」と高橋監督。次の1点を取れば反撃

ムード|こ転じられると考えていたが、3回表に2ランを被弾。流れを変えられず、3対 12の大敗

を喫した。高橋監督は言う。
「結局、選手たちを追い込み切れなかつたのかなと。上野にしても、連投したときに結果が残

らなも`という課題があつて、決勝までの6試合すべてを投げ切れる体力と精神力を身につけ

させようと考えた。その一方で、上野を休ませても戦えるだけの2番手を作ろうとも思つていた。

でも、どちらも確立できませんでした。夏を迎え、最終的には球数を100球以内に抑えつつ上

野に投げさせていくこと|こしましたが、もつと厳しさを伝えて心を成長させていかなければなら

なかつたと反省しています」

中で、春になれば期待の 1年生も

入ってくる。1年秋ならまだ 1年後

にチャンスがありますが、2年秋か

ら3年夏までに巻き返すというの

は、相当な努力が必要です。

チームカを上げるためには当然、

メンバーを外れた選手に対するフォ

ローも大事になります。ウチには幸

い、私以外にも指導スタッフがいる

のでとても助かっています。ただ、

最も重要なのはやはり選手の気持ち。

一度落ちてから這い上がっていくだ

けの精神力がなければ、技術不足を

カバーすることはできない。最近は

気持ちの強さを持った子が少なくな

ってきたので、 ミーティングなどで

時間をかけてそういう話をするよう

にしていますね。そして努力の声艮が

感じられる選手については、言葉を

掛けたり、公式戦でベンチ入りさせ

たりと、何かしらの形で認めるよう

にしています。

メンバー選考の基準ですが、結果

は重視しません。夏場の暑さの中で

あえて間隔を空けずに追い込んでい

るわけですから、体のキレが不十分

なのは仕方ない。それよりも、野球

の考え方が大事だと思っています。

打撃で言えば、振るべきときにスイ

ングしているか。狙うべき球を打と

うとしているか。自ノ刀`が好きな球を

ただ漠然と打っている選手と、しっ

かリテーマを持って打席に入ってい

る選手では、その差は歴然です。

もちろん、投手の場合も同じ。「こ

の打者は打ち気がない。甘くてもい

いからストライク先行でいこう」と

か、「このチームはガンガン振って

くるけど、監督に『ストライク先行

で行け』と言われているからストラ

イクゾーンに投げて勝負しよう」な

ど、しっかり意図を持って投げてい

ればいいと思うんです。疲労や技術

的な未熟さによって、思いどおりに

いかないこともたくさんあるでしょ

う。でも、明確な意図を持っていれ

ばイ云わってくるものがあるし、終わ

ってからそこを練習して次につなげ

ればいい。いかに選手が意図を持っ

「立ち」「剥がし」「受け」
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ニッシュ。右投手であれば左側に力べを作って、前足の股関節でしっ
かリエネルギーを受けることが大切になる。そこに全体重を乗せること
ができれば、腕が十分にたって前でリリースすることができ、より力強
い球が生み出される。

高橋監督が考える投球フォームのポイントは3つ。1つ目の「立ち」
は、足を上げたときの姿勢。軸足でバランスよく立てているかどうか
が重要だ。2つ目の「剥がし」は、体重移動で“割れ"の状態を作つた
ときのこと。投げる方向へ前肩が向かっていくが、そこでグッと肩甲骨
を剥がすように出せるかどうか。そして3つ目の「受け」は、最後のフィ

が成功していながら、試合ではまっ

たくスター トを切れない選手もいま

す。また、出塁したら外野手の守備

位置を確認するのは走者の鉄則です

が、それを何となく流れでやってし

まっている選手も少なくない。守備

位置が深いのか、浅いのか。右中間

や左中間は広いのか、狭 |ゝのか。そ

ういうものを頭に入れ、外野手の動

きをイメージしておけば、打球が飛

んだ瞬間にある程度は判断できるも

のです。自分が動きながら打球を見

て、パッとスター トを切れる選手な

のか。それとも、打球が落ちたのを

確認してから悦ててスター トを切る

選手なのか。そういう視点で各選手

の能力を見極め、県南大会に向けて

メンバーをある程度絞 り込んでいく

というのが最初の作業ですね。

実戦形式というのは、最大の応用

だと思います。ウチの場合はまず応

用から入っていき、「この部分が足

りないよね」「ここはもっとこうし

たほうがいいんじゃないか」と伝え

てぃくスタイル。正直、最初から難

しいものを求めているので、選手た

ちも大変だと感じているかもしれま

せん。ただ、できていない部分が結

果として表れたほうが、選手として

も納得しやすいんじゃないかと。

また、新チーム結成時というのは

智がやる気になっている時期です。

ですから、メンバー選考と同時に、

全員にチャンスを与えることも大

切にしています。今年の 1、 2年生

は選手 51名 ですが、8月 3日 から

3日 間は全員が同じ宿舎で寝泊まり

するようにしました。そして、Aチ

ーム 25名 とBチ ーム 26名 がそれ

ぞれ練習試合を行い、宿合に帰って

きたら選手を数名入れナ占ぇて、ぁる

程度メンバーの振り分けをしました。

勝負の厳 しさを教えるのであれば、

一定の実力を基準として、そこに達

しない選手をバッサリ切ることも必

要なのかもしれません。でも私とし

ては、夏の直前などを除けば、でき

る限り全員を鍛え上げていきたい。

だから、今でもAチームかBチ ーム

かに関わらず、全員で同じ練習をし

ています。そこはウチの甘さであり、

ウチの良さでもあると思っています。

結 果 重 視 で は な く

“意図"を持つこと

選手たちにはよく「2年秋にメン

バーを外れることは、1年秋にメン

バーを外れることの数十倍厳しいん

だぞ」と伝えています。毎年、夏ヘ

向けてチームを完成に近づけていく

受け

て取り組めるか。その部分はものす

ごく重視していますね。ただし、パ

ワーが一級品だとか、しっかり守れ

るとか、そういう選手は代打や守備

固めなどのスペシャリス トになる可

曾♂性もある。ですから、当然ながら

個々の能力もしっかり見極めます。

あとは、やはり人間性。生まれ持

った性格もそうですが、授業態度は

どうなのか。日常生活でどんな立ち

居振る舞いをしているのか。野球部

員がグラウンドでしっかりしている

のは当たり前のことであって、グラ

ウンド以外のところにこそ、選手の

本当の姿がある。他の先生たちに可

愛がられていたりすれば、それは人

柄が認められているということだと

思うし、選手には「運がすべて味方

してくれてもおかしくないような取

り組みをしよう」と伝えています。

伸びていく選手というのは、そう

した人間力を持ち合わせていると思

います。例えば体づくリーつを取っ

ても、食べることも練習だという考

えで臨めているかどうかで、成果は

大きく変わってくるもの。同じ百数

十円を使うとして、果汁 100%のオ

レンジジュースゃ牛¥Lを飲むのか、

剥がし

それとも甘い炭酸飲料を飲んでしま

うのか。そのちょっとした意識の積

み重ねが大事なんだと。

それと、自分にとってプラスにな

ること、マイナスになることを見極

め、 うまく取捨選択できるかどう

か。さらに、必要なものを素直に吸

収しようという気持ちがあるかどう

か。これもまた、欠かせない要素で

す。単純に真面日で向上心があれば

いいというわけではなく、何でもか

んでも言われたことを吸収してしま

い、結果的に伸び図んでしまう選手

も少なくない。そういう部分の感覚

を少 しでも身につけさせるために、

「いろいろな人、いるいろなことに

関心を持って生活しなさい」とはよ

く言っていますね。

「あと一歩」を超える
ために必要なこと

私が霞ケ浦に赴任したのは1982

年ですが、野球部の監督就任は

2001年春。それまでの 19年 間は

男子バレーボール部を指導していま

した。チーム作りという意味ではど

のスポーッも同じだと思いますし、

当時の細強は今もすごく生きていま

立ち

す。バレーボールに関してはまった

くの素人でしたが、だからこそ、素

人でも分かるようなレベルで奥深く

まで上手に伝えようとしてきた。ど

ういうふうに言えば選手に伝わり、

理解してもらえるか。その部分を勉

強させていただきましたね。

そして強く感じさせられたのは、

人に教えることというのは、同時に

自分が勉強することなんだというこ

と。また、すべてにおいて徹底力が

大事だということです。時間を守る

とか、あいさつや返事をするといっ

たようなことは徹底してきましたし、

普段の生活に舌しれが感じられれば、

いくらうまくても試合には使わない。

実際、県大会決勝の前日にそういう

行動をした選手がいて、勝つ可含♂陛

が低くなることを承知で起用しなか

ったこともあります。

その想いは今もずっと続いていま

す。野球部の監督だからと言って、

野球だけを教えていればいいわけで

はない。勝つことよりもまず、選手

を人として育てていくこと。それが

私の指導におけるこだわりです。

逆 |こバレー部時代から変わったこ

とと言えば、野球の技術や戦略・戦
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投手の育成ポイント
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